[image: image1.jpg]


全　体　構　想
	１　学年、教科・領域
	小学校第６学年　体育科（保健）

	２　ねらい
	・細菌やウィルス以外にも、食事を含めた生活習慣によっておこる病気の存在を知り、自分たちでできる予防や生活習慣の改善の方法を考え、誘惑に負けない適切な行動を選択できるようにする。

	３　本実践とキャリア教育との関連
	・食生活に起因する生活習慣病の予防や食生活そのものに対する食育の必要性は、知識としてだけではなく実感を伴った経験として子どもたちに伝えたい。本実践では、主菜、副菜に含まれる栄養素だけでなく、子どもたちの日常に深くかかわる、スナック菓子や清涼飲料水に焦点を当て、その成分を自分たちで調べることを通して、問題に気付き、改善の方法を考えさせる。
・間食は、子どもたちの意志でコントロールすることができ、具体的な改善策も示しやすい。このような具体的な事実の積み重ねから、適切な行動を選択することを通して、自らの行動に課題を見付け、改善していこうとする力を育みたい。


	主な学習活動
	時数

	・どうして病気になるのかな
	１

	・病気はふせげるかな
	２

	・生活習慣病って知ってる？
	１

	· 「健康な食生活を考えよう」
(1)自らの食生活の問題点に気付き、誘惑に負けない適切な行動を選択することができる。
(2)キャリア教育としての目標

「課題対応能力」

＜課題発見、評価・改善＞
	２

	・たばこやお酒も害？
	２

	・薬物乱用はだめ！
	２

	・自分のからだは自分で守っていこう
	１





健康な食生活を考えよう
１　学年、教科・領域　　　小学校第６学年　　体育科（保健）
２　本時の目標

（1） グループでの調査の結果から、自らの食生活を振り返り、その問題点に気付き、誘惑に負けない適切な行動を選択することができる。
（2） 「課題対応能力」＜課題発見、評価・改善＞
３　準備

　○　資料「スナック菓子等の食品成分表」、食塩、植物油、砂糖
４　展開　　　　　　　　　　　キャリア教育の視点から見て重要なこと（◎）　評価（☆）
	学　習　活　動
	指　導　上　の　留　意　点

	１　前時にグループで調べた食品の成分を発表する。

・グループの発表を聞き、1日の標準摂取量のどれだけにあたるか知る。
	○スナック菓子、清涼飲料水、インスタントラーメン、ハンバーガー等に含まれる、塩分、脂質、糖分の量を箱、袋、ビンの単位で、実際に食塩、植物油、砂糖を使って量を示させる。

	２　自分の食生活の問題点を考える。

・自分が、１日に間食でどれだけの塩分、脂質、糖分を摂取しているか計算する。
３　健康的な食生活を考える。


(1) 自分の食生活の問題点を発表する。

・おやつだけで必要量を超えている。

・袋単位で食べて食べ過ぎている。

・大きな袋で食べていてどれだけ食べているか分からない。

(2) これから何に気を付けていけばよいか考え、解決策を発表する。

・袋食いをしない。

・お茶や牛乳にする。

・朝食をきちんととる。

・１日に食べる食事全体でバランスを考える。

・食べる時間を考える。
	○11歳の標準必要摂取量と比較をさせて、自分自身の問題点を明確にさせる。

○自分の食習慣から、およその間食量を見込ませる。
○およその量を見込めない児童には、１袋、コップ１杯、１びん等の量を示す。
○自分の言葉で最後まで語らせる。

○自分の問題点だけでなく、学級に共通する問題点は何かに着目させる。

○ついやってしまうことはどんなことか、日ごろの行動から考えさせる。
◎食べないという視点だけでなく、摂取量を１日単位でとらえたり、代替物を考えたりする視点を与え、無理なく改善するための方法を考えさせる。

☆自分の食生活を振り返り、誘惑に負けない有効な改善策を考えることができたか、発表やノートから判断する。 

	４　教師の話を聞く。
	○食事と生活習慣病の関係を確認する中で、食習慣は一生にかかわることを示し、食事を通して「自分のからだは自分で守る」意識をもてるようにする。
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「病気の予防と私たちのからだ」
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＜家庭科＞


くふうしよう朝の生活





本実践２/２





＜外部講師授業＞


・保健所





＜家庭科＞


くふうしよう楽しい食事





＜外部講師授業＞


・ライオンズクラブ





どうすれば健康的な食生活になるだろう？








